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芸術科（音楽） 高等学校第Ⅰ学年 
 

音楽で詩を紡ぐ 
 

授業者 増井 知世子  
 

（教育研究大会 公開授業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島大学附属中・高等学校 

81



82



高等学校 芸術科（音楽） 学習指導案 

指導者 増井 知世子 

日  時 平成 30 年 10 月 13 日（土） 第 1 限 9：30～10：20  
場  所 第１音楽室 
学年・組



題  目 作品の本発表と相互評価 
 

本時の目標 
 1. 意欲的に学習に取り組み，積極的に意見交流する。        （関心・意欲・態度） 

2. 詩の朗読を音楽で効果的に引き立たせた作品を発表することができる。 
（音楽表現の創意工夫，技能） 

3. 他者作品を観点にそって鑑賞し，批評を記述・意見発表することができる。（鑑賞の能力） 
 

本時の評価規準（観点／方法） 
 1. 意欲的に学習に取り組み，積極的に意見交流している。 

（関心・意欲・態度／行動観察，発表） 
2. 詩の朗読を音楽で効果的に引き立たせた作品を発表することができている。 

（音楽表現の創意工夫，技能／作品発表） 
3. 他者作品を観点にそって鑑賞し，批評を記述・意見発表することができている。 

（鑑賞の能力／発表，ワークシート） 
 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

＜導入＞ 

○出席確認・着席 

 

 

○本時の課題確認 

 

 

 

 

 

＜展開＞ 

○グループごとの発表・意

見交流 

 

 

＜まとめ＞ 

○本時のまとめ 

 

○グループ別に指定された席に着

席する。 

 

○ワークシートを受け取り，本時の

課題を確認する。 

 

 

 

 

 

○発表→批評のワークシートへの

記入→意見発表・交流 

この流れを繰り返す。 

 

 

○ワークシートに記入する。 

○次時の課題を確認する。 

 

○グループで必要な楽器等はあら

かじめ自分たちで準備させてお

く。 

○課題を確認できているか。 

 発表時には中間発表で練り直した

点についてグループの代表が説

明することと，鑑賞時に聴く観点

についてワークシートの内容を補

足する。 

 

○生徒たちの意見交流を大切にし

たいため，指導者による作品の批評

は（少なくとも生徒が発言する前に

は）控える。必要に応じて助言する。 

 

○本時の活動を振り返らせる。 

 ・満足のいく作品ができたか。 

 ・他のグループの作品から何を学

んだか。  

準備物 

作品発表に必要な楽器，譜面台，ワークシート （批評の観点についてはワークシート参照） 
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＊本時のワークシート 

音楽で詩を紡ぐ～音楽表現を深めるために～ 

 班 選んだ詩とその詩を選んだ理由 工夫が感じられた点， 
質問してみたいこと 

１ ①「あお」 
 幻想的で美しかったから。 
 
 

 

２ ⑥「泣いているきみ」 
 ストーリー性があったから。 
 
 

 

３ ②「四月の雨」 
 まとまりが良いから。 
 言葉のキーワードが多くてやりやすそう

だから。 

 

４ ②「四月の雨」 
 いくつか選んだ詩の候補の一つだったか

ら。 
 

 

５ ⑤「朝のリレー」 
 詩の雰囲気が明るくさわやかで気に入っ

たから。 
 風景の想像もしやすいから。 

 

６ ③「歌」 
 ストーリー性があるから。ロマンチック

だから。月が好きだから。 
 

 

 
＊この取り組みを通して，あなたはどんなことを考えましたか。 
 また，今後，音楽表現をする（特に歌唱）際に，今回学んだことをどのように活か   

していけると思いますか。 
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実践上の留意点 

1．学びを深める4 つのステップ 

 ∕╣ ╩ ┘╩ ╘╢ ≈─☻♥♇ⱪ ∆⌂╦∟◖fiⱨꜞ◒♩

╡ ╡ ╗ ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi≤ ↕∑≡ ⅎ√⁹∕╣│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

 ─ ⌐ ⅜≈↑╠╣√ ─  ◖fiⱨꜞ◒♩  

ⱪכꜟ◓  ↑≤ ─ ה   

  ќ ќ  

 ╕≤╘ ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi  

 

2．詩の選定 

 ─ ≤⇔≡ ⅜ ⇔√ │ ─₈№⅔₉₈ ™≡™╢⅝╖₉

₈ ₉כ꜠ꜞ─ ─₈ ─ ₉ ─₈ ₉≢№╢⁹ ╛▬ⱷכ☺╩

⇔╛∆™╙─ ─ ⌐ ℮≤ ⅎ╠╣╢╙─╩ ⇔√⁹↓╣╠─ ─ ⅛╠ ◓

≈ⱪ≢1כꜟ ↕∑√⁹ 

 

3．作品の例示 

 ⌐ ╦╢ ≢№╢⁹ ─ ⇔╛ ─▬ⱷכ☺╩╙√∑╢√╘⌐ ─

╩ ∫√⁹ ≈│ ⅜ ─ ⌐ ╩≈↑≡™╢CD╩ ⅛∑√↓≤ ╙℮

≈│ ─ ⅜ ≤ ⌂∫≡™√↓≤╙№╡ √∟⅜ ≢ 30

ↄ╠™─ ≤ ∟ ╦∑│ ≢№∫√⅜ ⇔√─≤│ ℮ ⌐ ╩≈↑≡

∂≡ ∑√⁹↓╣╠─ │ ∕─ ─ √∟─ ─ ⌐⌂∫√⁹ 

 

4．グループ分け 

 ⌐ ╦╢ ≢№╢⁹ ∏╕ⱪ⌐⇔√⁹כꜟ◓6─ כꜟ◓6≢╣∙╣⧵

ⱪ⌐ ─ⱪכꜟ◓⁹√∑↕╣⅛ ≢│ ⌐ ╩ ╘≡™ↄ√╘─ꜞכ♄כ

╩ ≢⅝╢ ≤ ⌂ ╛ ⌡≥ ╢⅝≢♪כꜞ≢ ⅜ ≢№╢≤

ⅎ ⌐ⱪכꜟ◓ ⅛╣╢ ⌐∕─ ╩ ↕∑√⁹ ╩ⱪכꜟ◓≢╣∙╣⧵ ∫√ ⱷ

fiⱣכ╩ ↕∑√⁹ 

 

5. 相互評価による高め合い 

 ⌐ ╦╢ ≢№╢⁹ ≢ ⇔ ⇔√ ≢╙ ⇔ ™

⇔√ ─ ⌂≥⌐≈™≡ ⇔√™↓≤╩ ⅎ↕∑√⁹ 

 

6. リフレクション 

 ⌐ ╦╢ ≢№╢⁹ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi│ ⇔√↓≤⅜ ─ ⌐ ⅛↕╣≡™

ↄ≤™℮ ╕⇔™ ╩ ⌐∆╢√╘─ ⌂ ≢№╢⁹╕≤╘≤⇔≡ ⅜ ⇔√

⌐│Γ ─ ⇔↕╛ ─ ↕⅜╦⅛∫√ΔΓ ╩ ℮ ⌐│ ╙∫≤

╩ ╖ ╖ ─ ╩ ⅎ≡ ⌂−∕─╟℮⌂ ⅜≈™≡™╢─⅛⌂≥╩ ⅎ

≡ ℮╟℮⌐⇔√™Δ⌂≥─ ⅜ ↄ╖╠╣ ─ │ ∆╢↓≤⅜≢⅝√≤ ∂

≡™╢⁹ 
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